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令和５年度女性の就労環境整備の推進事業実施業務 基本仕様書 

 

１ 業務名 

令和５年度女性の就労環境整備の推進事業実施業務 

 

２ 業務の目的 

女性の就労環境については、非正規雇用者の増加や子育て等との両立など様々な課題がある一

方で、企業側、特に中小企業においては、人員の確保や育成に係る課題を抱えている。 

また、女性活躍推進法における一般事業主行動計画（以下「行動計画」という。）について、

市内における策定義務のある常時雇用する労働者１０１人以上の全ての企業において策定が完了

したことから、今後は努力義務である常時雇用する労働者１００人以下の企業に、より一層の支

援を行う必要がある。 

こうした状況を踏まえ、中小企業が、女性活躍につながる実効性のある行動計画を確実に策定

できるようサポートを行い、女性の働きやすい就労環境を整備するとともに、企業の競争力を高

め、持続的な成長に結び付けることを目的に実施するものである。 

      

３ 実施期間 

契約締結の日から令和６年３月３１日まで 

      

４ 業務の概要 

原則として、常時雇用する労働者１００人以下の企業を対象とした研修会及び個別相談会の実

施内容等について具体的な提案を行い、提案事業の企画・運営等を行う。 

⑴ 研修会の概要 

研修会参加企業が、女性活躍推進の意義を十分に理解し、女性が働きやすい就労環境の整備

に向けた取組を進めるとともに、実効性のある行動計画の策定につながる内容とすること。 

概ね次のような内容を基本とし、より効果的な内容を提案すること。 

  ア 実施回数は全３回とし、開催ごとに異なった内容とする。 

イ 企業が競争力を高め、持続的な成長を続けるためには、女性の活躍が不可欠であることな 

ど、企業の意識改革を促す内容とする。 

ウ 行動計画未策定の企業を対象に、行動計画策定のポイント・手順、自社の課題分析、目標 

 設定の方法、他社の取組事例、質疑応答など、行動計画の策定を支援する実務的な内容とす 

る。 

      

⑵ 個別相談会の概要 

行動計画未策定の企業が、行動計画を策定し、女性活躍の推進に取り組む企業の増加につな

がる内容とすること。 

  概ね次のような内容を基本とし、より効果的な内容を提案すること。 

 ア 行動計画策定のための個別相談会とする。 

  イ 行動計画策定のための具体的な説明や指導を行うなど、企業に伴走して支援を行う内容と 

する。 
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 ⑶ 研修会及び個別相談会の形式等 

ア 形式 

ミーティングソフトの使用によるオンライン・対面での実施等、形式は問わない。ただし、

オンライン形式による場合は、参加が困難な企業のために、例えば、講師がオンライン配信

を行う場所において対面での受講を可能とするなど、その参加を妨げないよう工夫すること。 

イ 実施時期 

令和５年１０月以降、令和６年２月末までとし、研修会及び個別相談会の効果を最大限確

保できる日程、間隔で実施すること。 

ウ 参加対象企業等 

(ｱ) 研修会及び個別相談会の参加企業は、次の要件を必ず満たす企業とする。 

・ 広島市内に本社を有すること。 

・ 原則として、行動計画が未策定の常時雇用する労働者１００人以下の企業を対象とす 

る。 

(ｲ) 各研修会及び個別相談会の参加企業から経営者、人事総務担当等の管理職ほか複数名の

従業員の参加を促すこと。 

エ 研修会及び個別相談会参加企業の行動計画策定に係る課題の調査・反映 

研修会及び個別相談会参加企業の行動計画策定に係る課題等を、事前に把握するためのア

ンケート等を行うなど、参加企業の課題解決につながる内容とすること。 

オ 研修会及び個別相談会参加企業のフォローアップ 

研修会及び個別相談会に参加した企業からの相談に応じられるよう専用窓口を設けるなど、

参加企業が相談しやすいフォローアップ体制を整備すること。 

カ 参加費 

無料 

 

⑷ 業務の内容 

上記⑴の研修会及び個別相談会を開催するに当たり必要な次の業務を行うこと。 

ア 講師の手配・調整 

イ 対面での講義又は講義のオンライン配信を行う場所の手配・調整 

  対面での講義又は講義のオンライン配信を行う場所は、広島市内とする。 

ウ 必要な機材の手配 

エ 資料の作成・配布 

各回の研修会において、講義で使用する資料を作成の上、事前に研修会参加企業に配布す

ること。 

オ 研修会及び個別相談会の参加企業等の募集・受付 

(ｱ) 各回の研修会及び個別相談会の参加企業数は、以下を目標とすること。 

・ 研修会：各回３０社以上 

・ 個別相談会：延べ１５社以上 

(ｲ) 広報手段は、チラシを作成の上、配布・郵送、電話・ＳＮＳ等による勧誘等を行うこと。

なお、チラシの作成に当たっては本市と協議の上作成すること。 
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カ 研修会及び個別相談会の運営 

(ｱ) 研修会及び個別相談会の参加企業の受付、参加方法の案内 

(ｲ) 研修会はパワーポイント又は同等のものを使用し、オンライン形式の場合は画面に投影

しながら進行すること。また、対面形式の場合は、画面に投影するとともに、各参加者に

投影資料と同じ資料を配布すること。 

(ｳ) 運営責任者を置くこと。 

キ アンケートの実施 

 研修会及び個別相談会の終了後、参加企業にアンケートを実施し、結果を取りまとめるこ

と。 

なお、アンケート内容については、本市と協議の上決定することとし、回収に当たっては、

研修会及び個別相談会の効果検証を図るため、回収率を８０％以上にするよう工夫を行う。 

ク その他、研修会及び個別相談会の開催に付随する事務 

  

５ 委託業務実施計画書の作成 

受託者は、契約締結後１０日以内に委託業務実施計画書を作成し、本市に提出し承認を得るこ

と。 

      

６ 報告書の提出について 

⑴ 月次報告書 

翌月１０日までに、事業の進捗状況等がわかる報告書（任意様式）を提出すること。報告事

項は次のとおり。なお、報告事項がない場合は、その旨を報告すること。 

ア 研修会及び個別相談会の概要が分かる議事録 

イ 研修会及び個別相談会参加企業へのフォローアップの内容 

⑵ 委託業務実施報告書 

事業完了後、速やかに「事業の成果・課題の分析」に係る委託業務実施報告書（任意様式）

を提出すること。 

      

７ 他の広島市事業との連携について 

研修会及び個別相談会参加企業に対し、広島市経済観光局雇用推進課が実施する、女性や若者

が働きやすい職場環境づくり無料相談及び女性・若者のための職場環境整備コンサルティング補

助金等、本市の支援事業の活用を呼びかけるとともに、同課が実施する無料相談に協力すること。 

本市の支援事業等については、広島市ホームページ(https://www.city.hiroshima.lg.jp/)のトッ

プページ上の「市政」→「男女共同参画」→「企業、団体の方」⇒「いきいき企業サイト～仕事

と家庭・地域活動等の両立と男女がともに活躍できる雇用環境づくりのための情報サイト～」に

掲載。 

 

８ その他 

⑴ 本業務の実施に当たっては、本市との連絡調整を十分に図ること。 

⑵ 本業務による成果品の著作権（制作過程で作られた素材等の著作権も含む。）その他の権利

は、全て本市に帰属するものとする。 

⑶ 本業務の実施に当たっての再委託については、次のとおりとする。 
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ア 受託者は、業務の一部を第三者に再委託することができる。その場合は、再委託先の業務

内容、再委託先の概要及びその体制と責任者を明記の上、事前に本市に書面により提出し、

承諾を得なければならない。 

イ 本市が再委託を承諾した場合は、受託者は再委託先に対して本業務に係る一切の義務を遵

守させるものとする。 

⑷ 受託者は、本業務を履行する上で個人情報を扱う場合は、広島市個人情報の保護に関する法

律施行条例を遵守しなければならない。 

⑸ 本業務の実施に当たっては、労働基準法、労働安全衛生法ほか労働関係法規を遵守するとと

もに、従事労働者に係る適正な雇用条件の確保に努めること。 

⑹ 本業務は、国の「地域女性活躍推進交付金」を活用した事業であるため、本業務に係る委託

料の使途を明らかにしておくとともに、支出内容を証する書類を本事業終了後５年間保存する

こと。なお、業務完了後、会計検査への対応等が生ずる場合がある。 

⑺ その他、本契約の範囲内において、この仕様書に記載のない事項については、本市と受託者

が協議して決定する。 

 


